
重要度 Ａ

11001 作成日 更新日 H31.3.31

020100 責任者 担当者 高橋

H28 ～ H32

区分

計画ど
おり

計画ど
おり

計画ど
おり

実施

実施

指標名 達成度

年度 最終値

当初計画値 55.6%

変更計画値 0

実績値 0
当初計画額 0
変更計画額 0

実績額 0
当初計画額 0
変更計画額 0

実績額 0
当初計画額 0
変更計画額 0

実績額 0

成果指標

0
効
果
額

歳入
増加

歳出
削減

計

見込まれる
その他効果
（金額以外）

取組指標110のう
ち，88指標を測定。
うち，達成した指標
数が51指標。（施
策評価実施前のた
め，指標の実績数
値は参考値）

取組指標110のう
ち，82指標を測定。
うち，達成した指標
数が50指標。（施
策評価実施前のた
め，指標の実績数
値は参考値）

取組指標117（マネ
ジメントを除く）う
ち，65指標が進
捗。よって55.6％と
する。
（指標は平成29年
度末の実績とする）

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

51/88指標 50/82指標 55.6%

設定なし 設定なし 設定なし 55.6% 55.6%

平成32年度
サマーレビューによる事業の点検・評価を行う
事業の点検・評価に基づき施策の方向性等を再検討する

施策に紐付く取組指標の進捗率 単位

平成27年度
当初予算（基準） 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

平成29年度 サマーレビューによる事業の点検・評価を行った

平成30年度
サマーレビューによる事業の点検・評価を行う
事業の点検・評価に基づき施策の方向性等を再検討する

平成31年度 サマーレビューによる事業の点検・評価を行う

最終目標

総合計画に即して資源配分（Ｐ）し，各部門が着実に取組を行い（Ｄ），その結果進捗状況等を管理し（Ｃ），その
状況に応じて配分を見直す（Ａ）というＰＤＣＡマネジメントサイクルを機能させること。
各取組に対して，成果指標を設け，それについて施策評価を行い検証する。この各取組ごとの成果指標の達成
率を向上させることを目標とする。

年度 取組内容・目標

平成28年度 サマーレビューの実施，市民意識調査の実施

担当部署 企画部　企画調整課 飯田　晃一

取組年度

効果 その他改善

アクションプラン全体計画　（平成２８～３２年度）
推進項目 11 行政評価の実施

番号・取組事業名 施策評価 H30.4.1

Ｈ３０



重要度

11001 作成日 更新日

020100 責任者 担当者

区分

計画ど
おり

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○

2 ○ ○

3 ○ ○ ○ ○

4 ○

5 ○ ○ ○

6 ○

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 達成度 単位 達成度

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

評
価 コメント

指示事項

鬼沢　徹雄 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

Ｂ

取組み強化

計画値 無

サマーレビュー及び施策評価が事業の進捗管理をはじめ，次年度
以降の施策の変更，改善に繋がったかどうかを検証されたい。何
れにしてもサマーレビューなり施策評価をすることが目的とならな
いよう意識して取り組まれたい。

①サマーレビューは，担当課へ結果を示すとともに，財政課との情報共有
を行い，予算編成につなげた。また，サマーレビューブックの作成を行い，
３月末に公表予定である。
②施策評価では，自己評価に加え，外部評価を取り入れ，今後の市の方
向性として総括を取りまとめた。来年度以降に施策を評価結果を行動計画
として実施できるよう，具体の方法について検討している。
③「まちづくり推進のための調査」では，結果で把握した本市のイメージや
居住地としての評価等の比較検証のため，市外在住者向けのイメージ調
査を新たに実施。今後検証を行う。

コメント

計画値 実績値

コメント

その他

計画どおり

取組内容 無

計画どおり コメント

・サマーレビューを計画どおりに実施した。昨年度同様に，最重点
事業に位置付けた事業を中心にレビューを行い，結果を示した。
・施策評価は，方法等について十分検討した。現在は自己評価が
終了し外部評価を実施している。年度後半に向けて，総括を行い，
次年度以降における事業への改善や提案が行えるようにする。
・「まちづくり推進のための調査」も予定通り実施。施策評価結果を
示し，今後の取組や事業を検討するものとして活用する。

進捗・実績

設定なし 55.6%
施策に紐付く取組指標の進捗率

年
度
末

成果指標名

計画変更
（次年度
以後）

まちづくり推進のための調査（市民意識調査）

進捗

取組項目

サマーレビュー

サマーレビュー総括書作成

事務事業評価・内部評価・予算編成との連携

施策評価内容検討

施策評価の実施

担当部署 企画部　企画調整課 飯田　晃一 高橋

取組内容・目標

平成30年度
サマーレビューによる事業の点検・評価を行う
事業の点検・評価に基づき施策の方向性等を再検討する

アクションプラン（平成３０年度）
推進項目 11 行政評価の実施 Ａ

番号・取組事業名 施策評価 H30.4.1 H31.3.31

<<
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重要度 Ａ

11002 作成日 更新日 H31.3.31

020200 責任者 担当者 行政改革推進担当

H28 ～ H32

区分

計画ど
おり

計画ど
おり

進んで
いる

実施

完了

指標名 事業

年度 最終値

当初計画値 100
変更計画値 0

実績値 52
当初計画額 0
変更計画額 0

実績額 0
当初計画額 0
変更計画額 0

実績額 0
当初計画額 0
変更計画額 0

実績額 0

アクションプラン全体計画　（平成２８～３２年度）
推進項目 11 行政評価の実施

番号・取組事業名 事務事業の見直しの推進 H30.4.1

担当部署 企画部　行政改革推進課 飯田　晃一

取組年度

効果 歳入増加 歳出削減 その他改善

最終目標

・事務事業シートの活用
　各課の事務事業について，事業実施の有効性や効率性の視点から見直しを進める。
　事務事業シートを通じて職員にPDCAサイクルの考え方を定着させるとともに，事務改善の意識を醸成する。また，事務事
業シートを次年度予算の査定や総合計画の進捗管理，人事評価や組織定数管理などに活用する。
・二次評価の実施
　各事務事業の担当課による自己評価（一次評価）に加え，企画部門による内部評価（二次評価）を実施していくことで，事
務事業の見直しの実効性を高める。評価結果は，予算や事務事業の改廃・再構築等に反映させることで，更なる事業の見
直しを進める。

年度 取組内容・目標

平成28年度
・事務事業シートを作成し，定期的に自己評価を行うことでＰＤＣＡを意識させ，事務改善の意識醸成を図った。
・14事業に対して内部評価を実施し，事務事業の見直しを進めた。

平成29年度
・事務事業シートを作成し，定期的に自己評価を行うことでPDCAを意識させ，事務改善の意識熟成を図った。また，事務事業シート作成に係る事務
負担を軽減するため，シート作成期間を拡大した。
・１９部署に対して内部評価を実施し，時間外勤務の削減について対策を講じた。

平成30年度
・事務事業シートの作成，活用
・行政内部による二次評価の実施

平成31年度
・事務事業シートの作成，活用
・行政内部による二次評価の実施

平成32年度
・事務事業シートの作成，活用
・行政内部による二次評価の実施

二次評価を実施した事業数 単位

平成27年度
当初予算（基準） 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

20 20 20 20 20

14 19 19

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

見込まれる
その他効果
（金額以外）

事業の見直し
を行うことで，
事務の効率化
及び市民サー
ビスの向上に
つながる。

事業の見直し
を行うことで，
事務の効率化
及び市民サー
ビスの向上に
つながる。

事業の見直し
を行うことで，
事務の効率化
及び市民サー
ビスの向上に
つながる。

事業の見直し
を行うことで，
事務の効率化
及び市民サー
ビスの向上に
つながる。

効
果
額

歳入
増加

歳出
削減

計

事業の見直し
を行うことで，
事務の効率化
及び市民サー
ビスの向上に
つながる。

成果指標

20

0
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重要度

11002 作成日 更新日

020200 責任者 担当者

区分

進んで
いる

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○

2 ○ ○

3 ○ ○

4 ○ ○

5 ○ ○

6 ○

7 ○

8 ○

9 ○

10 ○

上
半
期

進捗状況

単位 事業 単位 事業

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

アクションプラン（平成３０年度）
推進項目 11 行政評価の実施 Ａ

番号・取組事業名 事務事業の見直しの推進 H30.4.1 H31.3.31

担当部署 企画部　行政改革推進課 飯田　晃一 行政改革推進担当

取組内容・目標

平成30年度
・事務事業シートの作成，活用
・行政内部による二次評価の実施

取組項目

当該年度事務事業シートの確認

内部評価対象事業の決定

前年度事務事業シートの完成

内部評価の実施

当該年度事務事業の中間評価

次年度事務事業シートの作成

前年度事務事業シートの公開

内部評価の評価結果の決定

内部評価結果の公開

当該年度事務事業シートの完成に向けた作成（内部評価結果に基づく取組の反映を含む）

進捗

無

計画値 無

計画どおり コメント

　予算要求事務に合わせ，当該年度事務事業シートの中間評価を行っ
た。
　今年度は，第五次総合計画施策評価の結果を踏まえ，事務事業シート
を次回施策評価等の事務に活用できるよう，シート改修作業を検討してい
る。
　内部評価の実施については，平成２８・２９年度と定期監査で指摘を受け
ている基本的な事務処理などの内部統制に係る対応事務をテーマとし
て，現在内部管理部署への調査等を行っている。

進捗・実績

20 19

継続実施

年
度
末

成果指標名

計画変更
（次年度
以後）

計画値 実績値

評
価

達　成

進んでいる

取組内容

事務事業シート及び２次評価が有効に活用，機能しているか等の
検証を行いながら進められたい。

二次評価を実施した事業数

コメント

　事務事業シートの改善については，評価制度や対象の見直しな
ど抜本的な改善についても検討を行い，適切な事業評価の形につ
いて引き続き検討を行う。
　二次評価については，平成２８年度及び平成２９年度の定期監査
において基本的な事務処理などの内部統制に係る指摘を受けたこ
とから，事務処理の適正化に関する19の事案について，進捗状況
の確認を行った。

コメント

コメント
指示事項

鬼沢　徹雄 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

Ｂ

<<
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